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23年度 24年度 25年度 71,118 71,118 99,009 99,009

1 総
消防出初式の実
施

消防力の現況と活動内容
を広く市民に周知し、防
火思想の普及を図る。

市内在
住市民

政
策

来場者数 2,850人 2,900人 2,950人
消防出初式の
実施

225
来場者数
約2850

人

入場者数も目標に達
し、防火思想の普及
を図ることができま
した。

Ａ 232 未 高 高 高
現状維

持

1
消防出初式の実
施

来場者数 2850人
約2850

人
225

消防出初式の
実施

来場者数 2,900人 232
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

2 総
消防職員のスト
レスケア対策

職員のストレスを軽減
し、円滑な消防業務が行
える環境づくりをする。

職員
政
策

面談・研修
会の回数

30回 25回 20回
職員のストレ
ス対策の実施

910

研修会等
の実施回
数約３０

回

研修会を目標どおり
実施し庁内講師のス
キルアップを図るこ
とが出来ました。

Ａ 750

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持

2
消防職員のスト
レスケア対策

研修等の実施
回数

30回 30回 910
職員のストレ
ス対策の実施

面談・研修の
回数

25回 750

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

3 総
消防職員の健康
管理事業

定期健康診断、特殊勤務
の従事に伴う健康診断な
ど職員の健康確保を図
る。

職員

定
例
定
型

健康管理事
業の実施回
数及び適正
な事務の実
施率

2回 ２回 ２回 6,439 100%

健康診断等を目標と
おりに行い、職員の
健康管理を図ること
が出来ました。

Ａ 6,938 未 高 高 高
現状維

持
有り

3
消防職員の健康
管理事業

健康診断及び
感染予防対策
の実施

健康診断及び
予防接種の実
施回数

１００％
（３回）

１００％
（３回） 4,533

健康診断及び
感染予防対策
の実施

健康診断及び
予防接種の実
施回数

１００％
（３回）

5,025
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

3
消防職員の健康
管理事業

茅ヶ崎市消防
共済会による
福利厚生事業
の実施

福利厚生事業
の実施率

１００％
（1回）

１００％
（1回）

1,906

茅ヶ崎市消防
職員共済会へ
の福利厚生事
業実施委託

福利厚生事業
の委託率

１００％
（1回）

1,906 可
必
要

済
不
可

無 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

3
消防職員の健康
管理事業

茅ヶ崎市消防
償慰金条例に
伴う事務

該当案件に係
る適正な事務
の実施率

１００％ １００％ 0
茅ヶ崎市消防
償慰金条例に
伴う事務

該当案件に係
る適正な事務
の実施率

１００％ 7
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

3
消防職員の健康
管理事業

安全衛生委員
会の開催に伴
う事務

安全衛生委員
会の開催回数

１００％
（１回）

１００％
（１回）

安全衛生委員
会の開催に伴
う事務

安全衛生委員
会の開催回数

１００％
（１回）

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

3
消防職員の健康
管理事業

消防職員委員
会の開催に伴
う事務

開催回数
１００％
（１回）

１００％
（１回）

消防職員委員
会の開催に伴
う事務

開催回数
１００％
（１回）

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

3
消防職員の健康
管理事業

公務災害の認
定請求に伴う
事務

該当案件に係
る適正な事務
処理の実施率

１００％ １００％
公務災害の認
定請求に伴う
事務

該当案件に係
る適正な事務
処理の実施率

１００％
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4 総
消防職員人事管
理事業

多様化する市民ニーズに
的確に対応できる人材の
確保及び育成

職員

定
例
定
型

人材育成や
人事管理事
業に伴う実
施率等

２回 ２回 ２回 4,197 100%

採用試験等や人事評
価に係る事務を目標
とおりに行い、人材
確保や職員の育成を
行うことが出来まし
た。

Ａ 4,430

業
務
計
画

未 高 中 高
現状維

持
有り

4
消防職員人事管
理事業

採用試験の実
施に併せてイ
ンターンシッ
プの実施

受講者数 １５人 １５人

採用試験の実
施に併せてイ
ンターンシッ
プの実施

受講者数 １５人

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

採用試験の実
施

採用人員 ４人 ５人 246
採用試験の実
施

採用人員 ４人 268

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

4
消防職員人事管
理事業

出張に係る旅
費の処理回数

月２回
１００％
（月2回）

１００％
（月2回）

3,951
出張に係る旅
費の処理回数

月２回
１００％
（月2回）

4,162

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

4
消防職員人事管
理事業

退職及び再任
用に係る連絡
調整

説明会の実施
回数

１００％
（１回）

１００％
（１回）

退職及び再任
用に係る連絡
調整

説明会の実施
回数

１００％
（１回）

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

消防職員の分
限等に伴う消
防職員考査委
員会開催

該当案件に係
る委員会の開
催回数

１００％ １００％

消防職員の分
限等に伴う消
防職員考査委
員会開催

該当案件に係
る委員会の開
催回数

１００％

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

職員の昇任等
に係る事務

該当案件に係
る適切な事務
処理実施率

１００％
（４回）

１００％
（４回）

職員の昇任等
に係る事務

該当案件に係
る適切な事務
処理実施率

１００％
（４回）

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

活動

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

③
成
果

実績値

基礎情報

施策目標 消防業務を円滑に実施するための体制を整備する

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値

改善の内容活動

業務
計画

活動ごとの
予算額

消防総務課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

活動指標の名称

消防総務課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動量・サービス量

事業の改善提案

事後評価

事業の指
標の達成

状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

必要性予算内訳（千円）
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実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

活動

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

③
成
果

実績値

基礎情報

施策目標 消防業務を円滑に実施するための体制を整備する

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値

改善の内容活動

業務
計画

活動ごとの
予算額

消防総務課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

活動指標の名称

消防総務課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動量・サービス量

事業の改善提案

事後評価

事業の指
標の達成

状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

必要性予算内訳（千円）

4
消防職員人事管
理事業

消防職員の人
事評価システ
ムに係る事務

該当案件に係
る評価の集計
回数

１００％
（３回）

１００％
（３回）

消防職員の人
事評価システ
ムに係る事務

該当案件に係
る評価の集計
回数

１００％
（３回）

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

職員の勤務時
間及び休暇等
に係る調整

該当案件に係
る適切な事務
処理実施率

100％
（随時）

100％
（随時）

職員の勤務時
間及び休暇等
に係る調整

該当案件に係
る適切な事務
処理実施率

１００％
（随時）

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

職員の服務に
関する調整

該当案件に係
る適切な事務
の実施率

100％
（随時）

100％
（随時）

職員の服務に
関する調整

該当案件に係
る適切な事務
の実施率

１００％
（随時）

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

給与諸手当等
の支給認定、
時間外手当等
の効率的な執
行及び調整管
理

時間外勤務に
係る事務の処
理回数

１００％
（月１
回）

１００％
（月１
回）

給与諸手当等
の支給認定、
時間外手当等
の効率的な執
行及び調整管
理

時間外勤務に
係る事務の処
理回数

１００％
（月１
回）

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

4
消防職員人事管
理事業

市町村職員共
済組合に関す
る連絡調整

総会の開催回
数

１００％
（１回）

１００％
（１回）

市町村職員共
済組合に関す
る連絡調整

総会の開催回
数

１００％
（１回）

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

予
算
な
し

5 総
消防職員研修事
業

消防業務全般にわたる知
識及び技術を習得させ市
民ニーズに的確に応える

職員

定
例
定
型

研修の受講
者数及び適
正な事務処
理の実施率

32人 30人 26人 3,461 100%

目標値を超える職員
を研修に派遣し、知
識や技術のレベル
アップを図ることが
できました。

Ａ 3,426 未 高 高 高
現状維

持
有り

5
消防職員研修事
業

新採用職員の
消防学校初任
教育課程研修
への派遣

研修派遣人員 ６人 ６人 1,451

新採用職員の
消防学校初任
教育課程研修
への派遣

研修派遣人員 ５人 1,204 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

5
消防職員研修事
業

消防学校救急
科教育課程へ
の職員派遣

研修派遣人員 １１人 １１人 704
消防学校救急
科教育課程へ
の職員派遣

研修派遣人員 ７人 551 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

5
消防職員研修事
業

消防大学校へ
の職員派遣

研修派遣人員 1人 2人 234
消防大学校へ
の職員派遣

研修派遣人員 ２人 310 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

5
消防職員研修事
業

消防学校専科
教育及び各講
習会等への職
員派遣

研修派遣人員 14人 15人 525

消防学校専科
教育及び各講
習会等への職
員派遣

研修派遣人員 ２２人 710 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

5
消防職員研修事
業

各種資格取得
にかかる事務

適正な事務処
理の割合

１００％ １００％ 547
各種資格取得
にかかる事務

適正な事務処
理の割合

１００％ 651 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

6 総
消防業務管理事
務

職員が安心して活動でき
る環境づくりを行う。

職員

定
例
定
型

適正な事務
の実施率

100％ 100％ 100％ 1,052 100%

２件の消防業務賠償
に係る事務を適切に
行い、成果が出まし
た。

Ａ 1,131 未 高 高 高
現状維

持
有り

6
消防業務管理事
務

表彰者の推薦
表彰対象案件
に係る適正な
事務の実施率

１００％
（随時）

１００％
（随時）

20 表彰者の推薦
表彰対象案件
に係る適正な
事務の実施率

１００％
（随時）

30
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6
消防業務管理事
務

消防償慰金の
支出に係る事
務処理

適正な事務の
実施率

１００％
（随時）

１００％
（随時）

0
消防償慰金の
支出に係る事
務処理

適正な事務の
実施率

１００％
（随時）

40
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6
消防業務管理事
務

消防業務賠償
に係る事務処
理

適正な事務の
実施率

１００％
（随時）

１００％
（２件）

286
消防業務賠償
に係る事務処
理

適正な事務の
実施率

１００％
（随時）

288
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6
消防業務管理事
務

全国、県消防
長会等の連絡
調整

適正な事務の
実施率

１００％
（随時）

１００％
（随時）

663
全国、県消防
長会等の連絡
調整

適正な事務の
実施率

１００％
（随時）

663 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

6
消防業務管理事
務

消火損害等に
係る損害賠償

適正な事務処
理の割合

１００％ １００％ 0
消火損害等に
係る損害賠償

適正な事務処
理の割合

１００％ 10
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持



業務棚卸評価シート 3/4

23年度 24年度 25年度 71,118 71,118 99,009 99,009

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

活動

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

③
成
果

実績値

基礎情報

施策目標 消防業務を円滑に実施するための体制を整備する

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値

改善の内容活動

業務
計画

活動ごとの
予算額

消防総務課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

活動指標の名称

消防総務課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動量・サービス量

事業の改善提案

事後評価

事業の指
標の達成

状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

必要性予算内訳（千円）

6
消防業務管理事
務

関係団体との
連絡調整

適正な事務処
理の割合

１００％
（随時）

１００％
（随時）

83
関係団体との
連絡調整

適正な事務処
理の割合

１００％
（随時）

100 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

有 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

7 総
消防用財産の管
理

消防施設・設備・物品の
維持管理を適切に行うと
ともに、計画的な保全体
制を確立する

消防職
員、市

民

定
例
定
型

施設の維持
管理に伴う
事務を適正
に執行した
割合

100％ 100％ 100％ 30,592 100％
消防施設設備が支障
なく使用できる状態
を維持しています。

Ａ 55,813 未 高 高 高
現状維

持
有り

減
ら
す

7
消防用財産の管
理

施設の維持管
理に伴う事務
を適正に執行
した割合

改修工事に伴
う事務を適正
に執行した割
合

１００％ １００％ 25,332

施設の維持管
理に伴う事務
を適正に執行
した割合

改修工事に伴
う事務を適正
に執行した割
合

１００％ 22,727 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

7
消防用財産の管
理

施設の点検・
整備等に係る
委託契約

契約数 ８契約 ８契約 3,960
施設の点検・
整備等に係る
委託契約

契約数 ８契約 4,106 可
必
要

済
不
可

有 有り 25

再任用、臨時職員の
活用が可能
一部委託契約を長期
継続契約に変更し経
費を削減

減
ら
す

7
消防用財産の管
理

施設の予防保
全工事を実施
する

件数 １件 28,980
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

7
消防用財産の管
理

修繕実施件数 件数 １件 １件 1,300

8 総
消防訓練施設整
備事業

消防訓練施設の移設先を
検討する

消防職
員、消
防団員

政
策

事業の進捗
状況

建設用地の
調整

建設用地の
調整

移転整備 5,960
建設用地
の調整

恒久的な敷地への移
転のため、第２次実
施計画へ計上するた
めの資料を作成しま
した。

Ａ 6,099

業
務
計
画

未 中 中 中
現状維

持
なし

維
持

8
消防訓練施設整
備事業

消防訓練施設
維持管理、移
設先の検討

関係課との協
議

４回 ４回 5,960
消防訓練施設
維持管理、移
設先の検討

関係課との協
議

４回 6,099

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

9 総
消防職員に対す
る被服貸与

消防職員の服制を定める
ため、消防職員団員服制
基準及び本市規則に基づ
き被服を貸与する

消防職
員

定
例
定
型

被服の貸与
回数

年１回 年１回 年１回 15,130 年１回

定例貸与は１回、他
に人事異動に伴う臨
時貸与を実施しまし
た。

Ａ 17,223 未 中 高 高
現状維

持
有り

維
持

9
消防職員に対す
る被服貸与

消防職員への
被服の貸与

貸与回数 １回 １回 15,130
消防職員への
被服の貸与

貸与回数 １回 17,223 可
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

10 総
消防の広域化の
検討

消防組織法の改正に伴
い、国・県が推進する広
域化について、対象自治
体として広域化の課題と
効果を検証する

消防職
員・他
市町消
防職員

政
策

事業の進捗
状況

広域化の検
討

広域化の検
討

広域化の検
討

広域化の
検討

「湘南東部消防広域連
携施策の覚書」、「寒
川町との消防指令業務
共同運用に関する覚
書」を締結しました。

Ａ
業
務
計
画

未 中 中 中 拡大 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

寒川町との消
防指令業務共
同運用にかか
る関係部局と
の会議

会議回数 ４回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

寒川町との消
防指令業務共
同運用にかか
る理事者に対
する報告

報告回数 ４回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

寒川町との消
防指令業務共
同運用にかか
る寒川町との
調整

寒川町との会
議回数

１２回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

初動体制強化
に向けた関係
部局との会議

会議回数 ４回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

関係部局との
会議回数

報告回数 ３回 ３回

湘南東部にお
ける広域連携
にかかる関係
部局との会議

会議回数 ３回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

理事者に対す
る検討内容の
報告

報告回数 ３回 ７回

湘南東部にお
ける広域連携
にかかる理事
者に対する報
告

報告回数 ３回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

10
消防の広域化の
検討

関係市町との
調整

関係市町との
会議回数

５回 １２回

湘南東部にお
ける広域連携
にかかる関係
市町との調整

関係市町との
会議回数

４回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 71,118 71,118 99,009 99,009

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

活動

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

③
成
果

実績値

基礎情報

施策目標 消防業務を円滑に実施するための体制を整備する

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値

改善の内容活動

業務
計画

活動ごとの
予算額

消防総務課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

活動指標の名称

消防総務課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動量・サービス量

事業の改善提案

事後評価

事業の指
標の達成

状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

必要性予算内訳（千円）

11 総
消防フェスティ
バル実施事業

消防業務や消防力の現況
を広く市民に周知し、防
火・防災意欲の啓発を図
る。

市民等
政
策

消防フェス
ティバルの
実施

１回 １回 １回 689 １回

天気に恵まれなかっ
たため来場者が若干
少なかった（2,500
人）が無事開催する
ことができました。

Ａ 768

業
務
計
画

未 中 中 中
現状維

持
有り

維
持

11
消防フェスティ
バル実施事業

消防フェス
ティバルの開
催

開催回数 １回 １回 689
消防フェス
ティバルの開
催

開催回数 １回 768

業
務
計
画

可
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 有り 25
再任用、臨時職員の
活用が可能

維
持

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波
等伴う諸現象による同時
多発的災害が発生した場
合に、被害を軽減し、応
急対策活動を課として迅
速的確に対処する。

市民等 283 442

888
災害応急対策活
動

茅ヶ崎市消防
計画における
課（班）の活
動内容の検証
及び見直し

事務を適正に
執行した割合

１００％ １００％

茅ヶ崎市消防
計画における
課（班）の活
動内容の検証
及び見直し

事務を適正に
執行した割合

１００％

888
災害応急対策活
動

消防部内の連
絡調整及び災
害情報の確認
（災害等発生
時）

災害情報の確
認及び提供

災害発生
時に対応

災害発生
時に対応

消防部内の連
絡調整及び災
害情報の確認
（災害等発生
時）

災害情報の確
認及び提供

災害発生
時に対応

888
災害応急対策活
動

消防施設及び
資機材の被害
状況調査（災
害等発生時）

被害状況調査
災害発生
時に対応

災害発生
時に対応

消防施設及び
資機材の被害
状況調査（災
害等発生時）

被害状況調査
災害発生
時に対応

888
災害応急対策活
動

新型インフル
エンザ対策行
動計画に基づ
く対応

業務継続計画
の検証及び見
直し

災害発生
時に対応

災害発生
時に対応

新型インフル
エンザ対策行
動計画に基づ
く対応

業務継続計画
の検証及び見
直し

災害発生
時に対応

888
災害応急対策活
動

災害時におけ
る職員用の食
糧・飲料水を
購入する。

食糧・飲料水
の購入

２４０人
分を購入
する。

飲料水は
購入完了

283

災害時におけ
る職員用の食
糧・飲料水を
購入する。

食糧の購入
２４０人
分を備蓄
する。

442

888 総 庁内共通事務 2,180 2,180 1,757 1,757

999 総 部内調整事務


